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1  本誌の目的  

本誌は機能設計書やテーブル定義書からプログラムやテストケース・データを自動生成する

CodeAGI の使用方法を解説します。 
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2  初期設定  

CodeAGI の初期設定を行います。 
この章ではセットアップ方法並びにお客様が使用される生成 AI の選択方法及びその生成 AI の

設定方法を説明します。 
また本システムを使用する上で生成 AI（※）の契約をお客様ご自身で行って頂く必要がござい

ます。 
※ChatGPT または Google Cloud Platform(Vertex AI) 
 

2.1. セットアップ 

2.1.1. Windows でのセットアップ方法 

Download したファイルをクリックする

と左図が表示されます。 
［インストール］ボタンをクリックするこ

とでインストールが行えます。 
 
 
 
 
 

 
 

2.1.2. macOS でのセットアップ方法 

 
Download したファイルをクリックする

と左図が表示されます。 
フォルダーを指定してインストールを完

了してください。 
※：インストールファイルをクリックし

ても左図が開かない時は 11.4「macOS の

証明書がないバージョンのインストール」

を参照ください。 
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2.1. アカウントの作成 

① ：セットアップが完了すると左図が表示され

ます。［アカウント登録］ボタンをクリックして

ください。 
 
 
 
 
 

 
② ：CodeAGI を使うための利用規約が表示され

ます。内容を確認して頂き［利用規約に同意し

て次へ］ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 

 
③ ：それぞれの項目に添って、あなたのアカウ

ント情報を登録してください。 
メールアドレスには本人確認のためのメールが

送信されますので、メールアドレスは正確に入

力してください。 
 
 
 

 
    ④：認証キーがご登録されたメールアドレスに 
    届きます。 
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⑤ ：④で届いた認証キーを入力し［次へ］ボタ

ンをクリックしてください。メールが届かない

場合、もしくは誤って削除した場合等は、 
［認証キーの再送信］ボタンをクリックするこ

とで新しい認証キーが送付されます。 
アカウント登録画面で［登録する］ボタンを押

してから 30 分以内に認証キーを入力してくださ

い。 
 

 
 

⑥：アカウントの登録が完了しました。 
「次回から自動でログインする」にチェックを

入れることで、次回からはログイン操作をスキ

ップして自動的にログインされます。 
初期状態はチェックが入っておりませんので、

毎回ログインするのが面倒な場合は、チェック

を入れて［次へ］ボタンをクリックしてくださ

い。 
 

 
 

2.2. 生成 AI の設定について 

CodeAGI は複数の生成 AI に対応しています。始めにあなたが使用する生成 AI を選択し、それ

ぞれの生成 AI が使用できるように設定情報を入力してください。 
 

2.2.1. 生成 AIの設定 

アカウント登録が完了すると左図の

画面が表示されます。 
始めに生成AIを選択してください。

選択した生成 AI の設定画面が表示

されます。 
なお、ここで選択する生成 AI は、お

客様がご契約されている生成 AI と

なります。※：現在は OpenAI – 
ChatGPT、Azure – OpenAI、Google 
– Vertex AI に対応 
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【OpenAI – ChatGPT（以下 GPT と表現）】 を選択した場合 
①：GPT を選択することで右図の画

面が表示されます。始めに GPT と契

約したAPI Keyを入力してください

（sk-で始まる文字列です）。 
※：API Key をお持ちでない場合は、

これ以上設定を進めることができま

せん。OpenAI のホームページより、

API Key の取得を行ってから再度本

画面より実施してください。取得方

法については「11.2 GPT の登録につ

いて」に記載しています。 
 
②：API Key を入力したら［モデルの取得］ボタンをクリックしてください。API Key からあ

なたが契約されているモデルが取得されます。取得されたモデルから gpt-4 以上の物を選択

することをお勧めします。モデルに gpt-4未満しか表示されない場合は、OpenAI との契約内容

をお確かめの上、gpt-4以上が使える契約をお勧めします。gpt-3.5 等でも動作はしますが token
量の関係でエラーになる可能性があります。 
 
③：［決定］ボタンをクリックすることで生成 AI の設定は完了です。 
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【Azure – OpenAI（以下 Azure と表現）】 を選択した場合 
①：Azure を選択することで右図の

画面が表示されます。始めに契約さ

れている Azure Open AI Service か

ら提供されているAPI Keyとエンド

ポイントを入力してください。 
 
②：次にデプロイ名を入力していた

だきます。デプロイ名は Azure 
OpenAI Studio にてデプロイした際

に命名したデプロイ名を入力してく

ださい。 
※デプロイ名（画像認識モデル）の入力については任意です。画面イメージ指定機能をご利用の

際には画像認識モデルのデプロイ名の入力してください。 
 
③：［決定］ボタンをクリックすることで生成 AI の設定は完了です。 
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【Google – Vertex AI】 を選択した場合 
①：Google – Vertex AI を選択する

ことで右図の画面が表示されます。

始めに Google Cloud Platform（以

下GCP）から入手したプロジェクト

ID を入力してください。 
※：サービスアカウントキーをお持

ちでない場合は、これ以上設定を進

めることができません。GCP のホー

ムページより、サービスアカウント

キーの取得を行ってから再度本画

面より実施してください。取得方法については「11.3 Google Cloud Platform Vertex AI の登録につ

いて」に記載しています。 
 
②：次に GCP の API 認証情報で作成したサービスアカウントキーをダウンロードし、ダウンロ

ードしたファイルのパスを選択してください。CodeAGI は毎回そのパスからサービスアカウン

トキーを取得し GCP との接続に用います。そのため、本ファイルは削除しないようにしてくだ

さい。 
 
③：［決定］ボタンをクリックすることで生成 AI の設定は完了です。 
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設定した生成 AI の変更について 
!"#をクリックすることで生成AI設定

／アカウント設定等が表示されます。 
 
生成 AI 設定を選択してください。 
上記で示した画面が表示されます。 
 
 
 
 
 

 
 

3  プログラム生成に利用する設計書について  

この章ではプログラム生成に用いる設計書について説明します。 
 

3.1. Excel のバージョン［重要］ 

設計書は Excel形式で作成されている必要があります。 
また 2007以降の xlsx形式を対象としています。 
※：Excel2003 の xls形式は読み込めません。 
 

3.2. Excel のシート名［重要］ 

CodeAGI は設計書の判定にシート名を用いています。 
テーブル定義書は“テーブル定義（品目マスタ）”等の名前にして頂き“（）”の中にはテーブル

名を記載して頂く必要があります。 
アプリケーションの設計書は“アクション定義”、“画面項目定義”等の名前で作成する必要があ

ります。CodeAGI が解析できるシート名の詳細については「10.3 解析する設計書（仕様書）の

シート名について」を参照ください。 
 

  



CodeAGI （操作マニュアル） 
 

 
11/39 

4  プロジェクト情報の指定  

この章ではプロジェクトの指定に必要なそれぞれの項目について説明します。 
 

4.1. プロジェクトの新規作成 

始めにプロジェクトを指定します。 
左図にある「プロジェクトを選択」をクリック

してください。 
これをクリックすることで、下図の画面が表示

されます。 

 
①：プロジェクトが作成されていない状態で本

画面を表示すると［戻る］ボタンと［新規作成］

ボタンのみが配置された画面が表示されます。 
［新規作成］ボタンをクリックしてください。 
 

②：プロジェクト情報を設定する画面が表

示されます。 
それぞれの項目に沿って登録してください。 
「コード出力先フォルダ」及び「テストケー

ス・データ出力先フォルダ」は、プログラム

やテストケース・データ生成後にファイル

出力を行う際のカレントを示します。また

OS、DB、ブラウザ等は本プロジェクトで実

運用することを想定して選択してください。 
また HTML 等のユーザインターフェースが存在しないプロジェクトでもブラウザの選択はして

も結構ですし、しなくても結構です。 
（※：［生成プログラムに画面 ID・バッチ ID を使う］については、「10.2 生成コードのファイ

ル名などに機能 ID を使用する方法」で説明します） 
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③：次にプロジェクトの依存環境設定を行

います。CodeAGI を使用する上で重要な

ポイントの一つとなります。プロジェクト

では画面（フロントエンド）、画面（バッ

クエンド）／API、バッチなどの機能を作

成することになりますが、それらの種別の

ことを CodeAGI の中では「機能種別」と

呼んでいます。この機能種別単位にプログ

ラミング言語、フレームワーク及び使用す

るパッケージ（ORM 等）を設定する必要があるので、④以降の手順を参考にそれぞれのタブを

クリックして必要な内容を設定してください。なおバッチ機能が無い場合など未使用の機能種

別は設定不要です。 
 
④：始めにプログラミング言語を設定します。

設定する機能種別を選択の上、使用するプログ

ラミング言語を選択し、バージョンを選択して

ください。バージョンが不明確な場合は空白で

も結構です。 
 
 
 
 
 
⑤：次にフレームワークを設定します。選択し

た機能種別とプログラミング言語に応じて選

択可能なフレームワークが表示されるので、使

用するフレームワークを選択してください。 
なお、Web ブラウザ上で動作する Web アプリ

ケーション等でフロントエンド、バックエンド

で使用するパッケージが異なる場合などの設

定方法については「4.2 言語、フレームワーク、

パッケージの依存環境設定について」で説明し

ます。 
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⑥：最後にパッケージを設定します。選

択した機能種別、プログラミング言語、

フレームワークに応じて選択可能なパ

ッケージが表示されるので、UI のテン

プレートや ORM 等を選択してくださ

い。指定方法は⑤で説明した通りです。

また複数設定したい場合は必要な分［追

加］ボタンにより追加してください。 
 
 

⑦：プロジェクトの依存環境設定を入力す

ることでコンポーネント単位の出力フォル

ダが自動で表示されます。フォルダを変更

したい場合は、［フォルダ構成の確認・編集］

ボタンをクリックして下図の画面を表示し、

変更してください。 

 
 
h 
 
 
 
⑧：以上の設定が完了したら［保存］ボタンをクリックしてください。これでプロジェクト情報

の指定は完了となります。 
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4.2. 言語、フレームワーク、パッケージの依存環境設定について 

 
画面（フロントエンド）および画面（バックエンド）の設定内容について説明します。 
例えば、言語がフロントエンド・バックエンド共に Java で、Thymeleaf + SpringBoot + 
JPA(ORM)を使用するプロジェクトの場合、以下のような設定を行います。 
 
【フロントエンド】フレームワーク：SpringBoot パッケージ：Thymeleaf 
【バックエンド】 フレームワーク：SpringBoot パッケージ：JPA, Lombok 

 

■上記開発プロジェクトにおけるアーキテクチャーのイメージ 

 
  フロントエンド側  バックエンド側 
 

※フロントエンドとバックエンドで使用するプログラミング言語が異なるプロジェクトの場合

（フロントエンド：JavaScript、バックエンド：Java など）は、それぞれ設定してください。 
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4.3. プロジェクトの選択、修正、削除 

プロジェクトを複数作成すると下図のように作成したプロジェクトがスプレッドに表示されま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4.3.1. プロジェクトを選択する 

プロジェクトをクリックすることで下図の画面

が表示されます。 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

スプレッドの行を選択することでプロジェクトが選択されます。 
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4.3.2. プロジェクトを編集する 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

編集列のペンのアイコンをクリックすること

で右図の画面が表示されます。「4.1 プロジェ

クトの新規作成」にて説明した内容と同じ画

面となります。修正を行い［保存］ボタンを

クリックしてください。変更した内容が書き

換わります。 
また修正しない場合は［保存］ボタンをクリ

ックせず次の作業（別画面の表示）を行うこ

とで変更は取り消されます。 
 

4.3.3. プロジェクトを削除する 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
削除列のごみ箱アイコンをクリックすることで削除されます。プロジェクトの関連情報はもと

よりプロジェクトに紐づく設計書等すべてを削除します。削除の取り消しは行えません。 
十分注意して使用してください。 
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5  設計書（仕様書）の指定について  

この章では Excel(xlsx形式)で作成された様々な設計書を CodeAGI に指定する手順を示しま

す。 
5.1. テーブル定義書を指定する 

［テーブル定義書指定］ボタンをクリックすることで下図

が表示されます。 

①：生成するプログラムで使用するテ

ーブル定義書を追加し［保存］ボタン

をクリックしてください。 
②：完了後に表示されるメッセージで

［確認］をクリックするか、 
左のメニューから［指定データ確認］

ボタンをクリックし内容を確認します。 
確認する手順の詳細については「5.6 指定情報の確認」を参照してください。 
 
※：テーブル定義が複数の Excel ファイルにまたがっている場合は、必要なファイル分［追加］

ボタンにより追加してください。また誤って追加したファイルについては［削除］ボタンにより

削除を行ってください。 
 

5.1.1. 解析するテーブル定義書のイメージ 
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5.2. 機能設計書を指定する 

 

5.2.1. 機能情報の新規作成 

［機能設計書指定］ボタンをクリックすることで下図の画

面が表示されます。 
 

①：始めての場合は［新規作成］ボタン

をクリックしてください。画面に添って

情報の入力を行い、機能設計書を追加し

［保存］ボタンをクリックしてください。 
②：完了後に表示されるメッセージで［確

認］をクリックするか、左のメニューか

ら［指定データ確認］ボタンをクリック

し内容を確認します。 
確認する手順の詳細については「5.6 指定情報の確認」を参照してください。 

 
左図の機能種別について、４つの選択肢

が表示されます。 
指定した設計書で出力する、機能種別を

選択してください。 
 
 

 
 
 
【機能種別：画面】 
画面の項目定義、それぞれのアクションの設計、データベースからの取得・編集定義が記載され

ている設計書を指定し、プロジェクト依存環境設定に関しては、画面（フロントエンド）、画面

（バックエンド）のアーキテクチャーを設定している必要があります。 
 
【機能種別：画面（フロントエンドのみ）】 
画面の項目定義、それぞれのアクションの設計、使用する API へのパラメータが記載されてい
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る設計書を指定し、プロジェクト依存環境設定に関しては、画面（フロントエンド）のアーキテ

クチャーを設定している必要があります。 
 
【機能種別：画面（フロントエンドのみ）／API】 
API のアクション、受け取るパラメータ及び返却するパラメータ、データベースからの取得・編

集定義が記載されている設計書を指定しプロジェクト依存環境設定に関しては、画面（バックエ

ンド）／API のアーキテクチャーを設定している必要があります。 
 
【機能種別：バッチ】 
バッチプログラムの設計書を指定しプロジェクト依存環境設定に関しては、バッチのアーキテ

クチャーを設定している必要があります。 
 

 

5.2.2. 機能情報の変更、削除 

①：機能選択をクリックすることで今まで作成した

機能のリストが表示されます。 
選択した機能の詳細情報が表示されます。 
 

②：削除したい場合は機能選択の右側に表

示している［削除］ボタンをクリックするこ

とで機能に紐づく情報の全てが削除されま

す（プログラムを生成していた場合も削除

されます）。 
 
 
③：変更したい場合は表示された内容を新規作成時と同様にそれぞれの項目に従い情報を書き

換え、［保存］ボタンをクリックすることで変更することができます。 
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5.2.3. 解析する機能設計書のイメージ 

 

 

※：上記以外にエラーチェック一覧等も解析することができます。 
 

5.3. 画面イメージを指定する 

「10.5 デザインの生成 α version」参照 
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5.4. 共通仕様書を指定する 

 
［共通仕様書指定］ボタンをクリックすることで下図の画

面が表示されます。 
 
 
 

①：生成するプログラムで使用する共

通仕様書（コード定義、定数定義、メ

ッセージ一覧、環境定義）を追加し［保

存］ボタンをクリックしてください。 
②：保存完了後に表示されるメッセー

ジで［確認］をクリックするか左のメ

ニューから［指定データ確認］ボタン

をクリックし内容を確認します。 
確認する手順の詳細については「5.6指

定情報の確認」を参照してください。 

5.4.1. 解析する共通仕様書のイメージ 
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5.5. 共通部品指定 

 
［共通部品指定］ボタンをクリックすることで以下の画面

が表示されます。 

 
①：［新規登録］ボタンをクリックす

ることで共通部品の登録画面が表示

されます。画面に沿ってそれぞれの

項目を設定し、［保存］ボタンをクリ

ックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当画面で登録した共通部品名を設計書の記述によりソースコードとして出力されます。 
（登録された共通部品は生成 AIのサーバーに送信されることはなくコードとして生成されます） 
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5.5.1. 共通部品指定の編集と削除 

①：編集する場合は編集列のペン

のアイコンをクリックすることで

上記で説明した新規登録画面と同

じ画面が表示されます。 
 
②：削除する場合はチェックボッ

クスをクリックしチェックを付け

て［削除］ボタンをクリックすれば

削除できます。 
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5.6. 指定情報の確認 

 
Excel の設計書を指定した結果を以下に表示します。 
 

①：機能名・テーブル定義書のリスト

ボックスをクリックすると３種類の

定義書が表示されます 
・テーブル定義書 
・共通仕様書 
・機能設計書（機能名になります） 
これらを選択することでその中に含まれている Excel シートが設計書・シート名一覧に表示さ

れます。 
②：そのシート名をクリックすることで

CodeAGIに指定したデータをスプレッド形式

で表示します。Excel で作成した形と異なりま

すが設計内容はこの機能で確認することがで

きます。 
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6  プログラム生成  

この章ではプログラム生成を行うための操作等を説明します。 
 

6.1. プログラム生成 

 
画面左下の［プログラム生成］ボタンをクリ

ックすることでプログラム生成画面が表示

されます。 
 
①：生成する機能を選択の上、画面中央の［プ

ログラム生成］ボタンをクリックし、確認画

面で［はい］ボタンをクリックしてください。 
 
 

②：右図の画面が表示されます。 
この画面はプログラム生成の状

況をリアルタイムで表す画面と

なります。 
プロジェクト情報画面で選択し

た言語、フレームワーク、 
パッケージにより必要なプログ

ラムを表示します。 
生成はプログラム単位で行われ

完了と同時にソースが表示され

ます。 
途中で処理を中断したい場合は［中止］ボタンをクリックすることで生成を中断することができ

ます。 
 
③：ソースを確認したい場合は中央に表示され 
ている「生成済プログラム」から任意のプログラ

ムをクリック又は右側に表示されている「生成

済プログラムコード」をクリックすることでプ

ログラムコードが表示されます。 
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6.2. プログラム生成画面について 

 
①：中止…プログラム生成を中止します。中止した時点のソースは参照可能となります。 
②：再生成…プログラム生成をもう一度始めから実行することができます。 
③：リセット…累計生成回数・累計コードライン数 が全て０にクリアされます。 
 

6.3. 連続プログラム生成について 

①：左図の画面にてプログラム生成を行う機能をチェッ

クボックスで選択してください。 
 
②：［プログラム生成］ボタンをクリックしてください。 
 
③：以下の画面が表示されます。 

 
④：選択した機能が連続して生成され

ます。 
 
※：選択した機能が表示され進捗が見

えます。 
 
 
 

① ② ③ 
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7  生成したプログラムの確認およびファイル出力  

この章では生成したプログラムを確認できると同時に生成時に必要とした生成 AI リソースや 
それにかかった時間、生成したコードライン数を確認する方法を説明します。 
 

7.1. 生成完了プログラムの確認およびファイル出力 

 
①：［生成プログラム確認＆ファイル

出力］ボタンをクリックすることで左

図の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
②：機能選択から出力・表示したい機

能を選択してください。選択するこ

とでプログラムの一覧が表示されま

す。 
 
 
 
 
 

 
 
③：出力したいプログラムを選択チ

ェックボックスにて選択し（スプレ

ッド一番上の青のヘッダ部分にある

チェックを選択すれば全てチェック

されます）。［プログラム表示］又は

［ファイル出力］ボタンをクリック

してください。 
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7.2. 生成履歴を確認する 

［生成履歴確認］ボタンをクリックすることで

下図の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 

以下の画面は、生成したプログラムを表示する画面となります。 

 
 
①：生成した履歴の一覧が表示されます。 
また、履歴全て残りますので不必要になった場合には削除列のごみ箱アイコンをクリックし定

期的に整理することをお勧めします。 
 
②：①のスプレッドを選択することでその時に生成された全てのプログラムが一覧で表示され

ます。チェックボックスを選択し［プログラム表示］ボタンで選択した全てのプログラムを表示

することができます。また［ファイル出力］ボタンをクリックすることで選択した全てのプログ

ラムを指定フォルダに出力することができます。 
 
① ：②のプログラム一覧の表示列を選択することでプログラムコードが表示されます。 

① 

② ③ 
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8  テストケース・データ生成  

この章ではテストケース・データ生成を行うための操作等を説明します。 
 

8.1. テストケース・データ生成 

 
画面左下の［テストケース・データ生成］ボタ

ンをクリックすることでテストケース・データ

生成画面が表示されます。 
 
①：生成する機能を選択し［テストケース・デ

ータ生成］ボタンをクリックしてください。 
 
 

②：右図の画面が表示されます。 
この画面はテストケース及びテ

ストデータ生成の状況をリアル

タイムで表す画面となります。 
生成は機能およびテーブル単位

で行われ、完了と同時にテスト

ケース及びテストデータが表示

されます。 
途中で処理を中断したい場合

は、［中止］ボタンをクリックす

ることで生成を中断することが

できます。 
 
③：テストケース及びテストデータを確認し

たい場合は、中央に表示されている「生成済テ

ストケース・データ」から任意のテストケース

及びテストデータをクリック又は右側に表示

されている［生成済テストケース・データ］を

クリックすることでテストケース及びテスト

データが表示されます。 



CodeAGI （操作マニュアル） 
 

 
30/39 

8.2. テストケース・データ生成画面について 

①中止：テストケース・データ生成を中止します。中止した時点のデータは参照可能となります。 
②再生成：テストケース・データ生成をもう一度始めから実行することができます。 
③リセット：累計生成回数、累計テストケース、データ数 が全て０にクリアされます。 
 

8.3. 連続テストケース・テストデータ生成について 

①：左図の画面にて生成を行う機能をチェックボッ

クスで選択してください。 
②：［テストケース・データを作成］ボタンをクリッ

クしてください。 
③：以下の画面が表示されます。 
 
 

 
④：選択した機能が連続して生成されます。 
 
※：選択した機能が表示され、進捗が見えま

す。 
 
 

 
 

① ② ③ 



CodeAGI （操作マニュアル） 
 

 
31/39 

9  生成したテストケース・データの確認およびファイル出力  

この章では生成したテストケース及びテストデータを確認できると同時に生成時に必要とした

生成 AI リソースやそれにかかった時間、生成したケース数・データ数を確認する方法を説明し

ます。 
 

9.1. 生成完了テストケース・データの確認およびファイル出力 

 
①：［テストケース・データ確認＆ファ

イル出力］ボタンをクリックすることで

左図の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
②：機能選択から出力・表示したい機能

を選択してください。選択することでテ

ストケース・データの一覧が表示されま

す。 
 
 
 
 
 
 
③：出力したいテストケース・データを

チェックボックスにて選択し（スプレッ

ド一番上の青のヘッダ部分にあるチェ

ックを選択すれば全てチェックされま

す）。［テストケース・データ表示］又は

［ファイル出力］ボタンをクリックして

ください。 
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9.2. 生成履歴を確認する 

［生成済テストケース・データ履歴確認］ボタンを

クリックすることで下図の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 

以下の画面は生成したテストケース・データを表示する画面となります。 

 
 
①：生成した履歴の一覧が表示されます。 
また、履歴が全て残りますので不必要になった場合には削除列のごみ箱アイコンをクリックし

定期的に整理することをお勧めします。 
 
②：①のスプレッドを選択することで、その時に生成された全てのテストケース・データが一覧

で表示されます。チェックボックスを選択し［テストケース・データ表示］ボタンで選択した全

てのテストケース・データを表示することができます。また［ファイル出力］ボタンをクリック

することで選択した全てのテストケース・データを指定フォルダに出力することができます。 
 
③：②のテストケース・データ一覧の表示列を選択することで、テストケース・データが表示さ

れます。  

① 

② 
③ 
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10  その他  

 
10.1. 複雑な SQL 複数のテーブルの結合について 

 
 
 

左図の様な ER-D に対して CodeAGI で結

合用の query を生成させるための方法を

説明します。 
 
 
 
 
 

左のソースコードは CodeAGI で生成し

たものになりますが、JOIN句により全

てのテーブルの結合が正確に記述されて

いることが分かると思います。このよう

なソースコードを出力させるためにはテ

ーブル定義に外部キーの設定を記入する

必要があります。 
 
以下のようにテーブル定義に外部キーを明記することで CodeAGI は外部キーに関する情報を

基にソースコードを生成します。 
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10.2. 生成コードのファイル名などに機能 ID を使用する方法 

 
 
 

 
 
 

①：プロジェクト情報画面より［生成プログラムに画面 ID・バッチ ID を使う］を ON します。 
②：［共通仕様書指定］ボタンにて（5.3. 共通仕様書 参照）機能一覧を読み込んでください。

この機能一覧には機能名と機能 ID が対になっている必要があります。 
 
「読込む機能一覧の例」 
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10.3. 解析する設計書（仕様書）のシート名について 

Excel シートは以下のルールに沿ってシート名を作成する必要があります。 

CodeAGI では下記の文字列が Excel シートのシート名に記述されていることで、より正確な

設計書や定義書の解析が可能となります。 

 
  

データ解析 設計書 設計書の説明 ⽂字列
テーブル定義書指定 テーブル定義書 テーブル定義書（※︓テーブル名）

DB定義書（※︓テーブル名）
機能設計書指定 画⾯項⽬定義書 項⽬定義

画⾯項⽬説明
画⾯項⽬
画⾯⼊出⼒項⽬

データ編集定義書 編集定義
編集仕様
編集項⽬
データ⼊出⼒
DB更新

アクション定義書 アクション
処理記述
処理説明
機能説明
処理機能記述
⼊出⼒処理設計
処理仕様

I/F定義 IF仕様
IF定義

チェック定義 チェック⼀覧
チェックエラー関連処理
チェック仕様
チェック定義

APIリクエスト定義書 リクエスト項⽬
リクエスト定義

APIレスポンス定義書 リクエスト項⽬
リクエスト定義

特記事項 特記事項
補⾜説明
補⾜事項

共通仕様書指定 コード定義 コード定義
コード⼀覧

定数定義 constantのスタティックな定数を定義した設計書 定数定義
定数⼀覧

環境定義 環境定義
application.yml

メッセージ⼀覧 メッセージ⼀覧
INFORMATION
ERROR

機能⼀覧 プログラム⼀覧
機能⼀覧

enun等の列挙型構造体を定義した設計書

DBへの接続⽂字列や、カレントURL、ポート等環
境に関する内容を定義した設計書
情報メッセージや、警告メッセージ、エラーメッセージ
等のコードと内容を⼀覧にした設計書

プログラム名とプログラムIDを⼀覧した定義書

DDL⽂の元になるテーブル単位の定義

画⾯の項⽬（object）を定義しその項⽬のI/O
やデータ起源、バリデーションチェックを定義する設
計書

データベースのテーブルに対してプログラム中から書き
込む要領を定義した設計書

アクション単位（ボタンやアンカー等）のプログラム
の処理⼿順を記述した設計書

フラットファイルや、ソケット通信等に対して、項⽬単
位の編集を定義した設計書
バリデーションチェックや、ビジネスチェック等を定義し
た設計書

フォーマットの制約では記述しにくい情報を
記載する設計書

画⾯等から送信される、パラメータを定義した設計
書
APIのレスポンスを定義した設計書
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10.4. 機能名を取得できない場合 

 

上記のような設計書が存在した場合、赤枠で囲った設計書ヘッダ（※1）からプログラム名を探

します。この場合 AI による検索が行われるため意図しないものがプログラム名と判断する可能

性があります。そのため CodeAGI は、画面機能の場合は〇〇画面、GUI を持っていない処理

（バッチ等）は〇〇処理と記述すれば、優先的にそれをプログラム名と判断することができま

す。 
 
※１：設計書（仕様書）のプロジェクト名や、作成者、機能名等を記載している共通の箇所を設計書ヘッダと定義 
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10.5. デザインの生成 α version 

モックアップ等で作成される画像を CodeAGI が読込み HTML ソースにデザイン情報として付

加する試みを行っています。本機能は現在α版として実験的にリリースされております。 
その為Web アプリケーションの Java プロジェクトに対応しております。 
また生成 AI は OpenAI の gpt-4o にて解析を行っており、その他の生成 AI では行えません。 

①：メニューの［画面イメージ指定］ボタンを

クリックすることで左図のような画面が表示

されます。 
 
②：png、jpg、jpeg 等の画面イメージの画像

ファイルを設定します。設定するには［追加］

ボタンをクリックするかエクスプローラー等

のファイル参照からドラッグしてください。 
 

③：ファイルを追加すると左の様な Dialog が

ポップアップします。選択した画面イメージ

に該当する機能名とプログラム名を選択し、

［保存］ボタンをクリックしてください。 
設計書との関連を作成します。 
 
 
 

 
④：設定できれば、６章

「プログラム生成」の手

順に沿ってプログラム

を生成してください。デ

ザインを含めた HTML
（CSS）が作成されま

す。右図のイメージは、

デザインを設定した、

HTML を Web ブラウ

ザーで表示した画面に

なります。 
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11  付録  

 
11.1. アンインストールについて 

①：［設定］の［アカウント設定］を選択し 
［アカウント情報の削除］をクリックするこ

とで、左図の画面が表示されます。 
［現在の Login 中のアカウント情報を削除し

ます。］をチェックし［削除する］ボタンをク

リックしてください。アカウントが削除され

ます。 
（注）OS の機能からアンインストールだけを

行った場合、アカウントは削除されません。 
 
②：アカウントの削除が完了した後に Windows、macOS それぞれの OS の機能からアンインス

トールを行ってください。 
 

11.2. GPT の登録について 

①：GPT のアカウントを作成してください。 
②：Add payment method から支払い情報の入力を行ってください。 
③：ホーム画面より View API keys をクリックしてください。 
④：+Create new secret key をクリックし sk で始まる Key を生成してください。 
詳細については OpenAI GPT のマニュアルを参照ください。 
https://platform.openai.com/docs/overview 
 

11.3. Google Cloud Platform Vertex AI の登録について 

①：［ハンバーガーメニュー］→［IAM と管理］→［サービスアカウント］を選択してください。 
②：［+サービスアカウントを作成］をクリックしてください。 
③：サービスアカウント名等の項目を入力し［完了］ボタンをクリックしてください。 
④：作成したサービスアカウントを選択してください。 
⑤：表示されたサービスアカウントの詳細画面でキータブをクリックしてください。 
⑥：鍵を追加→新しい鍵を作成をクリックしてください。 
⑦：表示された Dialog の JSON を選択して［作成］をクリックすることでキーが Download さ

れます。 
詳細については、GCP のマニュアルをご覧ください。 
https://cloud.google.com/?hl=ja 

https://cloud.google.com/?hl=ja
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11.4. macOS の証明書がないバージョンのインストール 

①：Download したファイルを右クリックから［開く］を選択しセットアップを行ってください。 
②：右図のような注意を促すメッセージが表示されますが［開く］ボタンを

クリックしてインストールを行ってください。 
③：インストールが完了したらアプリケーションのアイコンを選択する際

もう一度右クリックにて［開く］ボタンをクリックしアプリケーションを実

行してください。 
※：２回目以降アプリケーションを立ち上げる場合は通常のアプリケーシ

ョンを立ち上げると同じ動作にて立ち上げることができます。 
 

11.5. シート名をマニュアル通りに設定しても読み込めない場合 

「10.3.解析する設計書（仕様書）のシート名について」の内容通りに設定しても［指定された

Excelbook に CodeAGI が解析できるシート名が存在しません。シート名のルールは、「設定」

…］というエラーが稀に発生する場合がございます。その大半の原因は Excel シートの破損(※
1)が原因です。 
その場合は新しい Excel Book を作成し、全てのシートを張りなおして Excel Book を再作成し

てください。 
 
(※1) Excel の自動修復機能により Excel シートの破損が見て取れない場合もございます。 
   お手数ですが上記手順にて Excel Book の再作成をお願い致します。 


